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論文内容の要旨
〔目的〕
ペルテス病の病因論として、病理学的には、その 1 次病変としての虚血性壊死は、いまや疑う余地
のないところとなった。一方、ベルテス病の発病について、遺伝的・体質的素因の関与が指摘されて
いるが、その本質的な解明はなされておらぬにひとしく、その発症ヘ導かれる機序についての研究か
.ら、ひるがえってその本質の解明への手がかりが得られるのではなかろうか。この解明への一つの手
がかりとして、内図的要素が股関節にたいしていかに現われているか、すなわち、股関節自体にもと
もと正常児と異なる発育状態、あるいは血管の状態が先行しているのではないか、などの諸点に手が
かりを求めて、片側のみの擢患例において、反対側の股関節を検討して、何らかの異常が見出される
のではないかと追求したのである。
〔方法ならびに成績〕
1. 187例の片側擢患ペルテス病において、その健側股関節をレ線調査によって489例の正常例と比
車交して検言すした口
2. 大腿骨頭が球状体であるとみなして、骨端核がその一部を占めるものであると考え、骨端核の
占める割合が発育の状態を示すものと考えて、レ線写真上の骨端核の高さ( e )および曲率半経( r ) 
から、骨端核の骨頭に占める体積率を表わす計算式を求めた上で、指数( e / r )が骨端核の発育状
態の比較に際して、合理的な指標であることを示した。
3. 性別・年令別に e ， r ，および e / r を比較すると、ペルテス病健側は正常例に比して明らかに
低値を示しており、検数の多い群においては、統計学的に有意の差がみとめられた。このことは、ペ
テス病健側の大腿骨頭骨端核のことに高さの発育のわるい発育遅延を示している。
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4. ペルテス病の初期、未処置に限った群においても、いちぢるしく符号した成績を得た。この変
化はペルテス病の病期・経過年月・処置の如何などに左右されるものでないことを示している。
5. 正常例において、骨年令は e 、および r と相関関係にあるが、 e / r とはまったく相関関係が
みられなかった。ペルテス病健側股関節にむける発育のおくれは、骨年令に相応してみられる発育の
遅延とは異質なものであることを示している。
6. 外傷歴のある群とない群との聞に、 e / r 値は有意の差がみられなかった。大腿骨頭骨端核の
発育状態と発症への外傷の関与とは関連性を示していない。
7 .骨端核の血流量の測定値は、ペルテス病健側と正常例との聞に有意の差はみられなかった O ペ
ルテス病健側に、もともと血行不全があるというわけにはいかないことを示している。
〔総括〕
ベルテス病の健側股関節のレ線写真標本において、大腿骨頭骨端核を計測し、高さ( e )、曲率半
経( r )および指数( e / r )を正常例と比較して検討した結果、ペルテス病健側の骨端核には、ペ
ルテス病の病期や経過年月、または処置の如何に左右されないところの、ことに高さの発育のわるい
発育遅延がみられ、しかも、骨年令に相応してみられる発育遅延とは異質なものであることを見出し
た。しかし、これに対しでもともと血行不全があると簡単に結論することはできず、外傷の関与の考
察も加え、内因性発症と外因性発症とを区別する根拠も見出せなかった。 以上を総括してペルテス病
発症への過程を考察した。
論文の審査結果の要旨
ペルテス病の発症について、遺伝的・体質的素因の関与が指摘されているが、その本質的な解明は
なさ行ておらぬにひとしく、その発症ヘ導かれる機序についての研究から、ひるがえってその本質の
解明への手がかりが得られるのではなかろうか。この解明への一つの手がかりとして、片側のみの擢
患例において反対側の股関節を検討して、何らかの異常が見出されるのではないかと追求したのであ
ゐ。 187例の片側擢患ペルテス病において、健側股関節をレ線調査によって正常例と比較して検討し、
相当高率に健側の大腿骨頭の骨端が異常な発育状態にあることが見出された。これは、性別、年令別
に比較したすべてにおいて、また、ペルテス病の病期・経過・処置の如何などとも無関係にみられる。
これは、骨年令の遅延に伴うものではない。しかし、血流量の測定値からは、血行不全を証明できない。
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